
■本件に関する問い合わせ、取材の申込みは、下記までご相談ください。
茨城県 営業戦略部 県産品販売課 畜産物・米Ｇ 担当：市毛、横山
TEL：029-301-3965 FAX：029-301-2859 E-mail：nouyu@pref.ibaraki.lg.jp

「茨城のお米」ＰＲ
茨城県では、生産者やJA全農いばらき等と連携し、全国上位の産出額を誇
るお米のPRや販促活動などを行っています。

【県内メディアキャラバン第７弾】
令和７年 11月 14日

茨城県営業戦略部県産品販売課
農林水産部産地振興課

＜コシヒカリ＞
全国第３位の生産量（令和５年産）を誇る本

県の主要品種であり、各産地でブランド化が図
られるなどこだわりを持って栽培されています。
炊き立てのご飯はツヤ、コシ、粘りというお

いしいお米の要素をすべて兼ね備えています。

＜一番星＞
潮来市を中心に生産され、県内で一番早く収

穫ができるお米として、新米をいち早く食べた
いという方に大人気の県オリジナル品種です。
粘り気がやや強く、もちもちとした弾力のあ

る食感を実現しています。

★ 県内で生産される主な品種のご紹介

茨城県は産出額全国第６位！（令和５年）
茨城県は、全国有数の産出額を誇るお米の生産地です。

霞ヶ浦流域や那珂川、利根川などの水の潤いにあふれ、気候も
温暖な茨城。その土地柄から、古くより稲作が盛んに行われてき
ており、長い歴史と豊かな風土が、おいしい「茨城のお米」をつ
くりだし、今では関東随一の米どころとなっています。

出典：農林水産省 令和５年生産農業所得統計

産出額都道府県全国順位

1,255億円新潟県１位

1,149億円北海道２位

938億円秋田県３位

739億円山形県４位

731億円宮城県５位

703億円茨城県６位

産出額品目県内順位

703億円米１位

460億円鶏卵２位

405億円豚３位

343億円かんしょ４位

4,536億円合計

出典：農林水産省 令和５年生産農業所得統計

県内の品目別産出額は第１位！（令和５年）
茨城県は、かんしょやメロンなど、全国

第１位の農産物産出額を誇る品目を、数多
く生産しています（令和５年）。
中でもお米は、品目別で県内No.1の産

出額であり、各地に広がる田園風景が、農
業県・茨城の象徴となっております。

県オリジナル品種

★ 世界中にも輸出されています！
茨城のお米は、アジア諸国や北中米、欧州など数多くの国々に輸出され

ており、現地の日本食レストランやスーパーで味や品質の高さを評価いた
だくなど、世界中の方々に美味しく召し上がっていただいています。



最終審査会・表彰式を開催します
おいしさを極めたいばらきのお米を選ぶ「第５回いばらき米の

極み頂上コンテスト」の最終審査会・表彰式を開催します。
○日時：令和7年11月21日（金）※受付は10:30から
【審査会】11：00～12：00
【表彰式】13：00～13：40

○場所：水戸京成ホテル

※「いばらき食と農のポータルサイト」に、茨城の農産物について、

たくさんの情報を掲載しています。キーワード「いばたべ」で検索
✦ 茨城のおいしいものに関する旬な情報満載！
✦ 県内の販売店（直売所等）も検索できます！

第５回いばらき米の極み頂上コンテスト
茨城県産米のNo.1が決まります！

~レギュラー米部門・有機米部門~

第４回コンテストの有機米部門受賞者のご紹介 第４回表彰式（レギュラー米部門）

【最優秀賞受賞】広瀬 吉和さん（石岡市）
受賞品種：「コシヒカリ」

米づくりへの思い
学校給食への提供開始をきっかけに

有機米栽培を始めました。安全安心な
お米を食べてほしいという思いで米づ
くりに取り組んでいます。

「有機米栽培（有機栽培）について」

同地域で有機米を栽培されている生産者様

岩瀬 直孝さん
JAやさと有機米研究会 代表

化学肥料・農薬を原則使わず、可能な限り環境に配慮した栽培法のことです。

土壌環境や生物の多様性など農業生態系を守ることにつながります。
有機JASマークが付されたものだけ
が、「有機」や「オーガニック」と
表示して販売可能です！

どれぐらい栽培されている？

茨城県における有機JASの栽培面積（田）は、令和5年3月末時点で、

73.8haとなっています。（出典：農林水産省 国内における有機JASほ場の面積）

生育を阻害する雑草 斑点米カメムシ類

有機米栽培の難しい点は？

化学農薬が使えないため、雑草や斑点米カメムシ類被害への対策、

有機栽培米以外の米と混ざらないように労力をかけて栽培されています。

除草作業イメージ

受賞者が米づくりを行う石岡市（八郷地区）は、筑波山系の山々に囲まれた温暖な気候と豊かな自然
に恵まれた盆地となっており、1996年に「全国環境保全型農業推進コンクール（主催：農林水産省）」
で優秀賞受賞、2009年には「日本の里100選（主催：朝日新聞社／（公財）森林文化協会）」に選ばれ
ました。
JAやさとにおいても、環境保全型農業の推進役として有機栽培部会が積極的な活動を行っており、

2023年には新たに有機米研究会を発足し、有機米の生産・販売に取り組んでいます。
【JAやさと 有機栽培部会の受賞歴（2023年度）】
第52回日本農業賞 集団組織の部 大賞受賞（主催：NHK／JA全中／JA都道府県中央会）
第62回農林水産祭 園芸部門 内閣総理大臣賞受賞（主催：農林水産省）

有機栽培とは？

※JAやさと有機米研究会 会員


